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本研究は韓国語敬語法の経年変化に光をあてている｡東アジアの言語習得を完成度の高いものにするには､敬語の使

い〟を磨くしかない｡ところが既存の規範は実態に追いついていないことを実感するときがある｡そこで今現在の敬語

は既存の規範とどれだけ変化しているのか実際に調査した｡韓国語における敬語の経年的変化を実証するための現代韓

国語の敬語使用の実態調査である｡

コトバは生き物であり､時とともに変化をする｡古語と現代語が存在していることからも明らかである｡本研究の関

心事は､そのような膨大な年月を経た変化にあるのではなく､第二次世界大我以後の狭義の現代語においてどのような

種牛変化がみられるか､という点にある｡日本と同様､韓国においても戦後の経済発展､それに伴う都市化､国際化に

より暮らしの11-;耗様式､人間関係､社会構造､価値体系にも変イヒが生じている.社会因子が変わるのであればそれと表

裏一体の敬語使用にも変化が見られるはずである,このような仮説のもとに､現代韓国語の敬語使用実態の文献的一次

調査を実施した｡

データ獲得の手段として､韓料の代表的な現代文学作品 (′ト説)1点をとりあげた｡選定にあたっては対象文献の代

表性というという点に留意した｡作品の全ページに表れる会話文の全数調査とし､会話文全数の記述 (一次データ)と

媒介変数割り振り及び情報づけをしたうえで､度数 .度数分布表 ･ヒストグラム ･分布範囲などの分布特性を観察し､

分析したO
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1.はじめに

言語は文化の乗り物だと言われるO-つの言語社会

に特有な語や表現は､その社会を形成している人間た

ちに特有な "ココロ"の表出である｡裏返せば､ある

社会で使用されている語や表現､慣用句などの特徴を

把揺することによって､その言語を使用している集団

に特有な心理､思惟などを知ることもできる｡なかで

も､敬語体系ほど文化という社会因子 (socialfactors)

を鮮明に反映させているものはない｡

敬語とは ｢話し手 ･聞き手 ･素材の (素材間も含む)

尊卑 ･優劣 ･利害 ･親疎の関係に応じて変化する言語

形式｣ (1'である｡日韓のように儒教的タテ塑社会で発

達した敬語の難しさは､ひとえに話し手､聞き手､素

材 (素材間)の人間関係を瞬時に判断して､それに即

した敬語を使い分けなければならないことにある｡外

国語として学ぶ場合にはなおさらである｡

日本語教育では初めから丁寧体(2)で教えていくo 親

しい間柄で用いられる普通体が導入されるのは初級 Ⅰ

の後半であり､授受表現の敬語体である ｢(Nを)(Ⅴ

て)いただきます/さしあげます/くださいます｣を除

けば､敬語の導入は初級Ⅱの最終課あたりになる｡一

方､韓国語テキストでは最初から敬語が登場する｡敬

語の背景にある社会因子が日韓で異なるからである｡

日韓同言語は文法的特徴に類似点が多い｡日本語と

朝鮮語(二一一が同系にあたるかどうかは､系統論の分野で

さまざまな試論 … が行われてきたが､同視論にせよ､

重層論にせよ､言語の形態的特徴や統辞的特徴の類似

性が必ずしも同系であることの証明とはならない｡日

本語と琉球語のごとく､類似した語形間に明確な音韻

対応があってはじめて同系とする論拠となる｡したが

って､語形間に明確な音韻対応がみられない日本語と

朝鮮語は同系とはみなされていない｡

ところで,言語も習慣のひとつである｡習慣を変え

ることは非常に難しい｡そういう意味ではいかなる言

語学習も困難を伴わないものはないといっていい｡し

かし､通常学んでいる言語が難しいと嘆くのは､学習

者の母語と習得しようとしている言語との隔たりがあ

まりに大きいからであり､その言語が他と比べようも

なく絶対的に難しいというわけではない｡したがって､

同じ漢字寓に属する中国人や韓国人にとっての日本語

は､欧米人のそれと比べて､学習しやすい言語という

ことになる｡日韓の場合はすでに述べたように､形態

論的にも統辞的にも類似性がみられるから､なじみ易

さは他の比ではない｡

したがって､日韓の場合､わずかな相違点さえ明確

に把握できれば､いずれかを母語とする者がもう一方

の言語を効率よく習得することができる｡

本研究では韓国語敬語法の経年変化に光をあててい

る｡東アジアの言語習得を完成度の高いものにするに

は､敬語の使い方を磨くしかない｡ところが既存の規

範は実態に追いついていないことを実感するときがあ

る｡そこで今現在の敬語は既存の規範とどれだけ変化

しているのか実際に調査することとした｡

2.研究目的

本研究は､韓国語における敬語の経年的変化を実証

するための現代韓国語の敬語使用実態調査である｡コ

トバは生き物であり､時とともに変化をする｡古語と

現代語が存在していることからも明らかである｡本研

究の関心事は､そのような膨大な年月を経た変化にあ

るのではなく､第二次世界大戦以後の狭義の現代語に

おいてどのような経年変化がみられるか､という点に

ある｡日本と同様､韓国においても戦後の経済発展､

それに伴う都市化､国際化により暮らしの伝統様式､

人間関係､社会構造､価値体系にも変化が生じている｡

社会因子が変わるのであればそれと表裏一体の敬語使

用にも変化が見られるはずである｡このような仮説の

もとに､現代韓国語の敬語使用実態の文献的一次調査

を実施した｡本調査は､問題点を浮き彫りにするため

の予備的一次調査という側面もある｡
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3.研究方法

3.1調査対象の選定

課題領域の先行研究の結果を十分検討 したうえで､

データ獲得の手段として､韓国の代表的な現代文学作

品 (小説) 1点をとりあげた｡小説としたのは､同様

に文学の範噂に入る詩歌､随筆､評論､戯曲等は待遇

表現の採集に不向きであるからである｡対象文献の代

表性というという点に留意しなければならないが､本

調査 (一次調査)では純文学を審査対象とする ｢イサ

ン (李箱)文学賞｣の第32回(2008年)受賞作品7点の

うち､会話 文が多い 1点 を選読 した｡作 品名

は『小菅%｡gq』(仮訳 :『愛を信じる』)､作者はグォ

ンヨソン(71Ql̂J)である｡

3.2敬語の抽出枠

作品の全ページに表れる会話文の全数調査とし､敬

語摘出枠は､話し手､聞き手､素材 (素材間)に関連

する事物､行為に対する尊敬語､謙譲語､恭遜語 (丁

寧語)とした｡

3.3一次データ

3.3.1会話文全数の記述と媒介変数割り振 り及び情報づ

け

敬語を使用している会話文はもとより､敬語が使用

されていない会話文も記述の対象として仝会話文を記

述した｡敬語不使用の場合も､敬語を用いる必要のな

い場面や社会的人間関係を知るためには重要な資料と

なる｡それぞれの会話文内にある敬語の一つ一つに､

関与する媒介変数を割り振 り､媒介変数に基づいた8

類にグループ化し､さらに場面､素材に関する情報づ

けを行い､一次データとした｡下で詳述するが､韓国

語の敬語決定に関与する媒介変数としては､以下の4

範暗8種を採用した｡

1)人間関係的媒介変数 :1.長幼 2.上下 3.性差 4.

親疎

2)場面的媒介変数 :5.日常 ･非日常 6.公私

3)資質的媒介変数 :7.敬語使用者の文化度

4)感情的媒介変数 :8.蔑視 ･敵視 ･怒り等

敬語を使用していない会話文には､(無)(関与する

媒介変数の番号)を配当することとした｡

3.4敬語数計算 ･度数分布表 ･ヒストグラム ･分布範圃

他

続いて各々の頻度 (度数)をもとに､度数分布表､

ヒス トグラムを作成し､分布範囲､単峰性と多峰性の

別､離れ借等を中心に分布特性を観察した｡再頻値､

中央値､比率等は観察対象にはできない点が本調査の

弱点である｡というのは､後述の ｢9.課題｣で詳述し

たが､′ト説をデータ獲得対象にしているために､現代

韓国語をまんべんなく拾い上げているとは限らないか

らである｡すなわち､小説は登場人物間又は登場人物

に関わる人間たちを ｢話し手､聞き手､素材｣として

いるために､小説の性格により､拾い上げている韓国

語にむらがでてしまうからである｡

3.5二次調査 ･三次調査

経年的変化を実証するためには､時点を変えたデー

タ収集が不可欠である｡同賞は1977年に開始されてお

り､本調査は2008年までの中間時点の1992年受賞作品

をデータ獲得の対象とした二次調査､1977年の第一回

受賞作品を対象とした三次調査を実施することを前提

とし､一次､二次､三次調査の結果の差異と類似性を

総合分析評価する｡

4.データ獲得対象作品の概要

4.1あらすじ

『小菅% T空中』(仮訳 :愛を信 じる)は一組の男女の

出会いとそれ以後を叙事的に描いている｡ともに恋愛

に失敗 している二人だが､ともに語り合ったり､周り

の人間たちの話を聞くうちに､これまで判然としなか

った恋愛の失敗理由や愛の本質が徐々にわかってくる｡

平凡なテーマだが､登場人物の感情を最大限節制し､

事件事実を淡々と叙事的に措き､読者に観察させる技
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法に優れているとの評価を得た｡

4.2登場人物

登場人物は全体で8人で､主人公の女性､その男友

だちはともに31歳､その他30代前半､30代後半､60代､

70代の男女が､料理店に居合わせた客として､また主

人公が立ち寄った親戚の家で出会った初対面の人間と

して登場する｡

4.3作者プロフィール

1965年慶北､安東生まれの43歳｡ソウル大学の国文

科及び東大学院を卒業後､仁荷大大学院国文学博士過

程を修了｡1996年長編小説 『羊主き 吾人Ⅵ』(仮訳 F青い

隙間j)で第二回想像文学賞を受賞し､文壇の仲間入り

を果たした｡すでに述べたように､2008年短編小

説『小菅%空中』(仮訳 :F愛を信じる』)で第32回イサ

ン (李箱)文学賞を受賞した｡

5.韓国語における敬語決定の媒介変数 (parameter)

確立されている韓国語敬語法規範から鑑み､敬語決

定の媒介変数を以下のとおり定めるo

1)長幼

2)上下

3)性差

4)親疎

5)日常 ･非日常

6)公私

7)敬語使用者の文化度

8)感情

敬語不使用になる場合が多いが､隔たりをつくるた

めに故意に敬語を使う場合があるので注意を要する｡

6.韓国語敬語法の背景にある倫理

韓国語敬語決定に関与する媒介変数は日本語のそれ

とほぼ同じであるが､韓国語の場合､日本語にある

｢ウナ (outsider)･ソト(insider)｣というパラメータ

ーがない｡韓国社会が尊重する基本的徳目は儒教の

｢三綱五倫｣である｡｢三綱｣とは君臣 ･父子 ･夫婦の

踏み行うべき道､｢五倫｣とは､人の守るべき五つの道､

すなわち ｢父子の親｣｢君臣の義｣｢夫婦の別｣｢長幼の

序｣｢朋友の信｣をいう｡朝鮮半島では中世から近代に

かけて非常に重視されてきた倫理である｡現在でもそ

の影響は依然として強く､同じく儒教の影響を受けた

日本と比べたらはるかに濃厚で､韓国人にとって最も

根源的かつ普遍的､伝統的な徳目である｡これを基盤

としてすべての人間関係は権力､血縁､年齢､性別等

により序列的に仕分けられ､家廷生活は言うに及ばず､

すべての社会生活に到るまで､自己の属する身分や地

位に見合った言語行動をする必要があった｡かつては

家系図をもとに身内の序列を決定して行動するような

時代もあったという｡そのため現代社会にあっても､

韓国ではしばしば学歴や職業､職種､社会的地位､年

齢を推し量って行動しようとする｡したがって韓国社

会は序列意識の強い完全なタテ型社会と言える｡

7.一次データ

(別添)

8.結果

8.1会話文総数敬語数計算 ･度数分布 ･ヒストグラム

1)会話文総数106箇所の内訳 (表1)

居合わせた客同士 24

訪問先で会った初対面の人 26

母娘関係 1

友人関係 52

独自 3

合計 1062

類のグループと度数 (表2)
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媒介変数 度 数

1 長幼 34

2 上下 2

3 性差 1

4 親疎 61

5 日常 .非日常 8

6 公私 15

7 敬語使用者の文化度 1

8 蔑視 .敵視 .怒り等 4

3)敬語不使用部分総数74箇所に関与する媒介変数と

度数 (表3)

敬語不使用 媒介変数 4 親疎 58

敬語不使用 媒介変数 1長幼 ll

敬語不使用 媒介変数 8蔑視 .敵視 .怒り等 4

敬語不使用 媒介変数 3性差 1

4)度数分布 (表4)

8.2分布特性 (分布範囲､単峰性と多峰性の別､離れ値)

表1､2､4より次のことがわかる｡

1)分布範囲 :8類の媒介変数のうち､すべてが表れ

た｡

2)単峰性と多峰性の別 :媒介変数4の親疎､媒介変

数1の長幼の度数が際だって多い｡

3)最療値 :媒介変数4の親疎

4)媒介変数3の性差が関与する敬語使用はわずか1

箇所で､価値観の変化と相関している可能性もあ

る｡

表4に示したように､敬語不使用箇所の人間関係は

以下のようになっていた｡

1)女性から男性に対する会話

親しくなると消えやすく､他の儒教的序列意識よ

り縛りが弱いと言えるのかもしれないが､本調査

内容からだけでは断定できない｡

2)年齢が上の者 (長)から下の者 (幼)に対する会

話

3)不満や怒りなどで敬語が消えている｡

9.課題

敬語の経年変化を明らかにするため､時点を変えた

文献を用いて敬語使用実態調査をし､差異､類似点を

分析評価する方法を考えたが､今回の予備的一次調査

で､調査対象の文献の内容 ･性格からの影響を強く受

けることがわかった｡今回のように小説を対象とした

場合､主人公と深く関係する人間との会話文が多くな

り､加えて登場人物の数にも影響される｡関与する現

代韓国語の敬語がまんべんなく拾い上げられていると

いう保障がない限り､調査結果は不確実性を残す｡デ

ータ獲得の対象を′ト説としたことを根本から見直さな

ければならないかもしれない｡経年変化であるから一

定期間をおいた異なる時点でデータを獲得していく必

要があるが､文献を対象とした場合､過去に遡った資

料を簡単に獲得できる利点はあっても､以上のような

問題点を払拭するには､より適切な文献を選定する方

法を考えていくか､世代間の敬語使用実態を調査する､

もしくは個人24時間敬語使用調査を10年後､20年後と

未来に向かって時点を変えて行う方法などをとる必要

があるかもしれない｡
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10.まとめ

本調査の弱点はすでに述べたとおりであるが､頻度

の差こそあれ､どの媒介変数も関与していることがわ

かった｡したがって伝統的な価値観は機能していると

いえよう｡一方､韓国語敬語法の伝統的な規範にはず

れだしているのではないかと思われるのが､男女間の

序列意識､すなわち性差という媒介変数の機能である｡

産業化 ･都市化 ･国際化 ･女性の社会進出等の社会変

化と関わっているのかもしれないという仮説も立てら

れるのではないか｡今回の調査は予備的一次調査とい

う側面ももつ､と冒頭に記したとおり､問題点を改善

し､後続の調査をしていくことで､この仮説を実証し

てみたい｡
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本研究に要する文献を収集するにあたって､ソウル市在住の

キムサンア (金相芽)氏に御協力をいただいた｡とりわけ､イ

サン (李箱)文学賞受賞作品の迅速な御郵送に感謝の意を表 し

ます｡
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一
次
デ
ー
タ

会
話
文
一
覧
と
情
報
つ
け

E j ,% 料 瑚 紗 益 苗 ‥ 旋 回 鋤 潜 醐 0 )蕃 耕 槻 j E ( ; 覇 叫 か 村 費 冨 - )R 鮎 掛

頁
行
会
話
文
(韓
国
語
原
文
の
直
訳
)
※
日
本
語
敬
語
規
範
に
合
わ
せ
た
翻
訳
で
は
な
い
○
媒
介
変
数

話
し
手
と
聞
き
手

人
間
関
係

話
題
の
人

15
2
大
丈
夫
?

無
4
主
人
公
女
性
(3
1
歳
)
-
主
人
公
男
性
(3
1
歳
)

友
人
関
係

7
先
週
に
お
ば
様
が
こ
逝
去
さ
れ
た
o

1,
2
,
4
主
人
公
女
性
(3
1
歳
)
-
主
人
公
男
性
(3
1
歳
)

友
人
関
係
主
人
公
女
性
の
伯
母

2
4
ゼ
ユ
ク
と
海
鮮
を
半
人
前
ず
つ
下
さ
い
o

6
主
人
公
女
性
(3
1
歳
)
-
店
員

客
と
店
員

16
2
半
人
前
ず
つ
?
何
を
､
半
人
前
ず
つ
で
す
か
?

6
店
員
(外
国
人
)
-
主
人
公
女
性
(3
1
歳
)

客
と
店
員

4
こ
れ
と
こ
れ
を
半
人
前
ず
つ
下
さ
い
な
○

6
主
人
公
女
性
(3
1
歳
)
-
店
員

客
と
店
員

l
l
私
が
勝
手
に
頼
ん
じ
ゃ
つ
た
け
ど
､
い
い
?

釈
4
主
人
公
女
性
(3
1
歳
)
-
主
人
公
男
性
(3
1
歳
)

友
人
関
係

16
′-
ノ1
8
こ
の
店
は
申
し
分
な
い
け
ど
､
従
業
員
が
よ
く
変
わ
る
わ
ね
o

こ
の
店
に
来
る
時
は
い
つ
も
半
人
前
ず
つ
頼
む
け
ど
､
事
情
が
分
か
ら
な
い
従
業
員

だ
と
､
は
じ
め
か
ら
説
明
し
な
お
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
､
何
回
も
来
て
い
る
意
味
が
無

4
主
人
公
女
性
(3
1
歳
)
-
主
人
公
男
性
(3
1
歳
)

友
人
関
係

19
そ
れ
で
も
注
文
す
る
時
の
君
の
様
子
は
手
慣
れ
た
よ
う
に
見
え
る
け
ど
ね
o

無
4
主
人
公
男
性
(3
1
歳
)
-
主
人
公
女
性
(3
1
歳
)

友
人
関
係

2
0
そ
う
ね
o
言
い
争
う
時
間
が
少
し
は
短
く
な
っ
た
よ
う
な
気
も
す
る
け
ど
o

無
4
主
人
公
女
性
(3
1
歳
)
-
主
人
公
男
性
(3
1
歳
)

友
人
関
係

2
1
こ
こ
に
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
来
る
の
?

無
4
主
人
公
男
性
(3
1
歳
)
-
主
人
公
女
性
(3
1
歳
)

友
人
関
係

2
2
高
い
か
ら
し
ゆ
つ
ち
ゆ
う
は
来
ら
れ
な
い
け
ど
､
た
ま
に
ね
○

無
4
主
人
公
女
性
(3
1
歳
)
-
主
人
公
男
性
(3
1
歳
)

友
人
関
係

18
1
あ
れ
か
ら
二
年
位
経
っ
た
か
な
○

無
4
主
人
公
女
性
(3
1
歳
)
の
独
白

5
失
恋
し
た
友
た
ら
が
い
て
ね
､
そ
の
お
か
げ
で
こ
の
店
に
来
る
よ
う
に
な
っ
た
の
○
無

4
主
人
公
女
性
(3
1
歳
)
-
主
人
公
男
性
(3
1
歳
)

友
人
関
係

9
失
恋
し
た
友
た
ち
?

無
4
主
人
公
男
性
(3
1
歳
)
-
主
人
公
女
性
(3
1
歳
)

友
人
関
係

10
そ
う
○

無
4
主
人
公
女
性
(3
1
歳
)
-
主
人
公
男
性
(3
1
歳
)

友
人
関
係

19
l
l
車
を
置
い
て
き
た
か
ら
､
少
し
飲
も
う
か
?

無
4
主
人
公
女
性
(3
1
歳
)
-
主
人
公
男
性
(3
1
歳
)

友
人
関
係

13
ビ
ー
ル
と
焼
酎
頼
ん
だ
け
ど
､
ど
う
?

無
4
主
人
公
女
性
(3
1
歳
)
-
主
人
公
男
性
(3
1
歳
)

友
人
関
係

17
ビ
ー
ル
に
焼
酎
を
混
ぜ
て
飲
も
う
よ
○
い
い
?

無
4
主
人
公
女
性
(3
1
歳
)
-
主
人
公
男
性
(3
1
歳
)

友
人
関
係

2
3
そ
う
､
そ
の
友
達
の
相
談
に
の
つ
て
あ
げ
た
の
?

無
4
主
人
公
男
性
(3
1
歳
)
-
主
人
公
女
性
(3
1
歳
)

友
人
関
係

2
4
そ
の
友
達
?
あ
あ
○

無
4
主
人
公
男
性
(3
1
歳
)
-
主
人
公
女
性
(3
1
歳
)

友
人
関
係

2
0
2
私
が
相
談
に
の
ろ
う
と
思
っ
た
け
ど
､
特
に
相
談
に
の
ら
な
く
て
も
大
丈
夫
だ
っ
た
無

4
主
人
公
女
性
(3
1
歳
)
-
主
人
公
男
性
(3
1
歳
)

友
人
関
係

3
な
ぜ
?

無
4
主
人
公
男
性
(3
1
歳
)
-
主
人
公
女
性
(3
1
歳
)

友
人
関
係

6
そ
れ
は
十
分
に
希
望
を
持
っ
て
い
る
証
拠
で
は
な
い
?

無
4
主
人
公
女
性
(3
1
歳
)
-
主
人
公
男
性
(3
1
歳
)

友
人
関
係

7
希
望
?
ど
ん
な
希
望
?

無
4
主
人
公
男
性
(3
1
歳
)
-
主
人
公
女
性
(3
1
歳
)

友
人
関
係

8
′-
ノ9
生
き
る
こ
と
に
愛
着
が
あ
る
限
り
希
望
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
じ
ゃ
な
い
の
?

私
は
た
だ
子
の
希
望
を
密
か
に
妨
害
す
る
振
V)
を
し
て
い
れ
ば
い
い
の
よ
{

無
4
主
人
公
男
性
(3
1
歳
)
-
主
人
公
女
性
(3
1
歳
)

友
人
関
係

13
′､
J
14
そ
う
す
る
こ
と
で
､
希
望
を
抱
い
て
い
る
こ
と
を
自
ず
と
知
る
の
よ
○

い
っ
ぱ
い
取
Vl
ち
ら
か
し
て
お
く
と
､
宰
闇
の
存
存
在
認
識
す
る
よ
う
な
も
の
よ
<
無

4
主
人
公
男
性
(3
1
歳
)
-
主
人
公
女
性
(3
1
歳
)

友
人
関
係

2
1
8
-
9
あ
な
た
は
あ
の
時
ど
う
だ
つ
た
の
?
こ
い
う
時
は
ど
う
す
れ
ば
普
通
に
呼
吸
を
し
て

生
き
て
い
ら
れ
る
の
?

無
4
主
人
公
女
性
(3
1
歳
)
-
主
人
公
男
性
(3
1
歳
)

友
人
関
係

12
私
も
友
達
の
失
恋
よ
り
一
年
早
く
似
た
経
験
を
し
た
の
よ
o

無
4
主
人
公
女
性
(3
1
歳
)
-
主
人
公
男
性
(3
1
歳
)

友
人
関
係

2
2
あ
､
そ
う
?

無
4
主
人
公
男
性
(3
1
歳
)
-
主
人
公
女
性
(3
1
歳
)

友
人
関
係

2
2
3
あ
な
た
は
今
こ
の
瞬
間
も
す
べ
て
を
失
つ
た
と
思
っ
て
る
で
し
ょ
○

無
4
主
人
公
女
性
(3
1
歳
)
-
女
友
達

友
人
関
係

5
過
去
を
ゆ
っ
く
り
振
り
替
え
て
見
る
と
何
か
が
残
っ
て
い
る
こ
と
に
気
つ
く
は
ず
だ
無

4
主
人
公
女
性
(3
1
歳
)
-
女
友
達

友
人
関
係
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7
そ
う
ね
○
な
ん
て
説
明
し
た
ら
い
い
の
か
な
あ
-
-

た
い
し
て
意
味
が
あ
る
も
の
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
∩

無
4
主
人
公
女
性
(3
1
歳
)
一一
女
友
達

友
人
関
係

9
そ
ん
な
も
の
な
ん
の
関
係
が
あ
る
つ
て
い
う
の
?

か
V)
に
す
ご
い
も
の
が
残
つ
た
に
し
て
も
わ
た
しノ
に
は
も
う
関
係
な
い
わ
∩

無
4
女
友
達
-
主
人
公
女
性
(3
1
歳
)

友
人
関
係

12
残
っ
て
い
る
の
は
ど
う
で
も
い
い
こ
と
ば
か
り
､
本
当
に
つ
ま
ら
な
い
も
の
だ
け
よ
無

4
女
友
達
-
主
人
公
女
性
(3
1
歳
)

友
人
関
係

lら
′-
ノ
17
で
も
そ
の
意
味
が
な
い
よ
う
に
見
え
る
も
の
が
､
状
況
を
変
え
て
い
く
の
よ
o
無

4
主
人
公
女
性
(3
1
歳
)
-
女
友
達

友
人
関
係

19
私
が
ど
う
や
つ
た
ら
状
況
を
覆
せ
る
と
い
う
の
?

無
4
女
友
達
-
主
人
公
女
性
(3
1
歳
)

友
人
関
係

2
3
′-
ノ2
4
例
え
ば
親
戚
の
家
に
お
っ
か
い
に
行
く
と
か
､
仕
事
仲
間
の
慶
事
や
弔
事
な
ど
を
辛

イ云
う
と
か
､
そ
ん
な
こ
と
を
し
な
が
ら
ね
(

無
4
主
人
公
女
性
(3
1
歳
)
一一
女
友
達

友
人
関
係

2
3
4
′-
′5
あ
な
た
が
言
っ
て
る
こ
と
が
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
わ
o

つ
ま
ら
な
い
こ
と
を
言
う
く
ら
い
な
ら
L
じ
っ
と
座
っ
て
い
て
く
れ
た
方
が
ま
だ
ま
無

4
女
友
達
-
主
人
公
女
性
(3
1
歳
)

友
人
関
係

2
4

1
0
君
は
ど
う
や
っ
て
乗
り
越
え
た
ん
だ
?

無
4
主
人
公
男
性
(3
1
歳
)
-
主
人
公
女
性
(3
1
歳
)

友
人
関
係

12
私
の
場
合
は
運
が
良
か
つ
た
の
よ
o

無
4
主
人
公
女
性
(3
1
歳
)
-
主
人
公
男
性
(3
1
歳
)

友
人
関
係

2
0
金
銭
的
な
問
題
で
振
ら
れ
た
つ
て
言
う
の
か
い
?

無
4
主
人
公
男
性
(3
1
歳
)
-
主
人
公
女
性
(3
1
歳
)

友
人
関
係

2
5
4
-
5
今
に
な
っ
て
は
っ
き
り
と
分
つ
た
ん
だ
け
ど
､
金
銭
的
な
理
由
で
は
な
か
つ
た
の
O

で
も
恋
愛
が
息
詰
ま
っ
た
時
は
金
銭
的
な
問
題
が
そ
の
理
由
だ
つ
て
つ
い
考
え
て
し

ま
う
の
よ
ね
(

無
4
主
人
公
女
性
(3
1
歳
)
-
主
人
公
男
性
(3
1
歳
)

友
人
関
係

1
0
ゆ
っ
く
り
飲
ん
で
o

無
4
主
人
公
女
性
(3
1
歳
)
-
主
人
公
男
性
(3
1
歳
)

友
人
関
係

17
子
供
が
い
な
い
か
ら
○

無
4
主
人
公
女
性
の
母
親
の
独
白

母
娘
関
係

2
6
7
-
8
そ
れ
が
何
だ
っ
た
の
か
未
だ
に
分
か
ら
な
い
o

す
ご
く
重
か
つ
た
ん
だ
け
ど
､
ま
さ
か
ア
メ
リ
カ
で
ハ
チ
ミ
ツ
の
よ
う
な
も
の
を

貰
っ
て
来
る
と
は
思
才つ
た
い
け
ど
､
何
と
な
く
ハ
チ
ミ
ツ
の
よ
う
な
気
が
しノ
て
い
た
無

4
主
人
公
女
性
(3
1
歳
)
-
主
人
公
男
性
(3
1
歳
)

友
人
関
係

9
ハ
チ
ミ
ツ
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
と
し
た
ら
､
ジ
ャ
ム
つ
て
い
う
こ
と
も
あ
る
か
な
無

4
主
人
公
男
性
(3
1
歳
)
-
主
人
公
女
性
(3
1
歳
)

友
人
関
係

1
0
ジ
ャ
ム
?
6
0
を
超
え
た
年
寄
り
た
ら
に
ジ
ャ
ム
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
な
ん
て
変
じ
無

4
主
人
公
女
性
(3
1
歳
)
-
主
人
公
男
性
(3
1
歳
)

友
人
関
係

l
l
年
寄
り
た
ら
は
甘
い
も
の
が
好
き
な
ん
だ
よ
○

無
4
主
人
公
男
性
(3
1
歳
)
-
主
人
公
女
性
(3
1
歳
)

友
人
関
係

12
そ
う
?
じ
ゃ
ジ
ャ
ム
に
し
て
お
こ
う
o

無
4
主
人
公
女
性
(3
1
歳
)
-
主
人
公
男
性
(3
1
歳
)

主
人
公
女
性
(3
1
歳
)
一一
主
人
公
男
性
(3
1
歳
)

友
人
関
係

2
8
12
食
べ
て
み
て
､
一
度
食
べ
る
と
忘
れ
ら
れ
な
い
味
だ
か
ら
○

無
4

友
人
関
係

2
0
す
ご
い
ね
o

無
4
主
人
公
男
性
(3
1
歳
)
一一
主
人
公
女
性
(3
1
歳
)

友
人
関
係

2
9
1
そ
れ
で
?
そ
の
女
性
た
ら
は
誰
だ
つ
た
の
?

無
4
主
人
公
男
性
(3
1
歳
)
一一
主
人
公
女
性
(3
1
歳
)

友
人
関
係

2
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
､
俺
も
お
つ
ま
み
食
べ
て
か
ら
ね
○

無
4
主
人
公
女
性
(3
1
歳
)
一一
主
人
公
男
性
(3
1
歳
)

友
人
関
係

3
あ
､
そ
う
だ
ね
○
早
く
食
べ
よ
う
o
貴
べ
て
話
そ
う
o

無
4
主
人
公
男
性
(3
1
歳
)
-
主
人
公
女
性
(3
1
歳
)

友
人
関
係

15
こ
っ
ち
に
来
て
座
り
な
○

無
1
7
0
代
老
女
-
主
人
公
女
性
(2
年
前
の
2
9
歳
)

初
対
面
の
人

2
0
ク
ン
ゴ
モ
二
ム
(伯
母
様
)
は
今
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
ん
で
し
ょ
う
か
?

1,
5
,
6
女
性
の
伯
母
さ
ん
の
家
に
来
て
い
る
お
客
さ
ん
の
う
ら
に

客
の
7
0
代
の
老
女
に
自
分
の
伯
母
の
こ
と
を
聞
い
て
い
初
対
面
の
人

2
4
ク
ン
コ
モ
二
ム
(伯
母
様
)
と
い
う
こ
と
は
､
よ
く
出
入
り
す
る
万
か
?

無
1
6
0
代
女
性
一一
主
人
公
女
性

初
対
面
の
人

3
0
3
′＼
/4
い
い
え
o
た
び
た
び
は
来
る
事
が
で
き
な
く
,し
ば
ら
く
来
ま
し
た
o

ク
ン
コ
モ
二
ム
(伯
母
様
)
は
ど
こ
か
行
か
れ
ま
し
た
か
?

1,
5
,
6
主
人
公
女
性
-
6
0
代
女
性

初
対
面
の
人

l
l
ク
ン
ゴ
モ
二
ム
(伯
母
様
)
が
こ
こ
に
来
ら
れ
た
後
で
は
初
め
て
お
目
に
か
か
る
の
で
す
1,
5
,
6
2
0
代
の
女
性
一
客
全
員

初
対
面
の
人

16
あ
な
た
は
ク
ン
ゴ
モ
二
ム
(伯
母
様
)
が
こ
こ
に
い
つ
来
ら
れ
た
の
か
知
っ
て
い
る
無

1
6
0
代
女
性
一一
主
人
公
女
性

初
対
面
の
人

17
た
い
て
い
一
年
位
に
な
っ
た
と
分
力ヽ
つ
て
お
り
ま
す
O
.

1,
5
,
6
主
人
公
女
性
-
6
0
代
女
性

初
対
面
の
人

18
以
前
は
ど
こ
に
住
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
つ
た
の
?

1
6
0
代
女
性
-
主
人
公
女
性

初
対
面
の
人
主
人
公
女
性
の
伯
母

19
ソ
ウ
ル
禾
谷
澗
(プ
ア
ゴ
ク
ド
ン
)
の
万
に
住
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
ま
し
た
o

1
主
人
公
女
性
-
6
0
代
女
性

初
対
面
の
人
主
人
公
女
性
の
伯
母

6 4
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24
い
い
え
o
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
お
目
に
か
か
る
事
が
で
き
な
く
て
､
一
年
に
一
､
二
回

I,
5
,6
主
人
公
女
性
一一
6
0
代
女
性

初
対
面
の
人

3
1
3
一
年
に
一
､
二
回
だ
っ
た
ら
多
い
方
じ
ゃ
な
い
の
?

無
1
6
0
代
女
性
-
主
人
公
女
性

初
対
面
の
人

4
多
い
と
は
言
え
な
い
よ
o

無
1
7
0
代
壱
女
の
独
白

客
同
士

7
そ
う
o
あ
な
た
は
ど
ん
な
用
事
で
来
て
下
さ
つ
た
の
?

1,
6
,
7
3
0
代
後
半
の
女
性
一一
主
人
公
女
性

初
対
面
の
人

10
ま
ら
､
初
対
面
の
万
に
そ
ん
な
こ
と
を
聞
く
の
は
失
礼
じ
ゃ
な
い
の
?

無
4
7
0
代
老
女
-
3
0
代
後
半
の
女
性

客
同
士
客
同
士
客
同
士

19
私
は
､
お
ば
あ
さ
ん
､
名
前
か
ら
男
だ
と
思
っ
て
ま
し
た
o

1,
4
3
0
代
後
半
の
女
性
-
7
0
代
老
女

2
1
女
だ
よ
女
○

秤
1
7
0
代
老
女
の
独
白

2
2
か
え
っ
て
女
性
の
ほ
う
が
都
合
が
い
い
o

1
6
0
代
女
性
の
独
白

客
同
士

3
2
6
-
7
私
は
こ
れ
を
ク
ン
コ
モ
二
ム
(伯
母
さ
ん
)
に
お
渡
し
で
き
れ
ば
そ
れ
で
い
い
の

で
､

1,
6
主
人
公
女
性
一
客
全
員

初
対
面
の
人

9
何
言
っ
て
る
ん
だ
い
?
こ
こ
ま
で
来
た
ら
お
目
に
か
か
っ
て
い
か
な
く
て
は
o
蘇

1
7
0
代
老
女
-
主
人
公
女
性

初
対
面
の
人

1
0
お
客
様
た
ち
も
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
L
O
O
o

1,
6
主
人
公
女
性
一
客
全
員

初
対
面
の
人

12
せ
っ
か
く
田
を
決
め
て
お
会
い
L
に
い
ら
し
た
の
で
す
力ヽ
ら
､
ゆ
っ
く
り
待
ち
な
さ

い
○
そ
ん
な
に
急
が
な
く
て
い
い
だ
ろ
う
?

無
I
7
0
代
老
女
-
主
人
公
女
性

初
対
面
の
人

13
ク
ン
コ
モ
二
ム
が
(伯
母
様
)
ど
ん
な
に
さ
び
し
が
る
こ
と
か
?

5
7
0
代
老
女
-
主
人
公
女
性

初
対
面
の
人

14
も
し
か
し
た
ら
､
ワ
ン
コ
モ
二
ム
(伯
母
様
を
も
つ
と
丁
寧
に
言
う
)
が
素
敵
な

贈
V)
物
を
く
だ
さ
る
か
も
し
r
Lな
い
し
〈
ー

5
7
0
代
老
女
-
主
人
公
女
性

初
対
面
の
人

3
3
6
赤
ち
ゃ
ん
マ
マ
(子
供
の
い
る
女
性
)
は
家
で
な
に
か
あ
つ
た
の
?

無
4
7
0
代
老
女
-
3
0
代
後
半
女
性

客
同
士

8
私
は
本
当
に
死
ん
で
も
こ
こ
に
は
来
な
い
よ
う
に
し
て
ま
し
た
よ
○

1,
4
,
5
3
0
代
後
半
女
性
-
7
0
代
老
女

客
同
士

l
l
な
の
に
､
ど
う
し
て
来
た
の
?

無
4
6
0
代
女
性
-
3
0
代
後
半
女
性

客
同
士

13
-
1
私
の
長
兄
様
の
お
話
に
よ
れ
ば
そ
ん
な
に
人
が
生
き
な
が
ら
､
そ
ん
な
に
カ
リ
カ
リ

す
る
ん
じ
ゃ
な
い
と
お
し
や
つ
た
ん
で
す
(

2
3
0
代
後
半
女
性
-
6
0
代
女
性

客
同
士
話
し
手
の
菓民
族

15
そ
の
と
お
り
!
末
谷
澗
(プ
ア
コ
ク
ド
ン
)
で
住
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
万
だ
ね
○

1
7
0
代
老
女
-
3
0
代
後
半
女
性

客
同
士

第
≡
壱

16
-
1
8
は
い
o
そ
う
で
す
o
私
の
長
兄
様
は
学
校
で
子
供
を
教
え
る
先
生
様
で
す
○
で
も
学

校
の
先
牛
様
1T-
ち
も
.
F5
い
こ
と
は
す
べ
き
だ
し
.
み
ん
な
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
い
ち
つ

l
3
0
代
後
半
女
性
-
7
0
代
老
女

客
同
士

第
三
者

19
そ
う
な
ん
だ
よ
○

無
4
6
0
代
女
性

客
同
士

3
4
16
赤
ち
ゃ
ん
は
何
人
?

無
1
6
0
代
女
性
-
3
0
代
後
半
女
性

客
同
士

17
一
人
で
す

1
3
0
代
後
半
女
性
-
6
0
代
女
性

客
同
士

18
一
人
?
男
だ
よ
ね
○

無
1
7
0
代
老
女
-
3
0
代
後
半
女

客
同
士

2
0
ま
い
○
小
学
校
三
年
生
で
す
o

1
3
0
代
後
半
女
性
-
7
0
代
老
女

客
同
士

2
1
私
の
孫
よ
り
1
年
上
だ
ね
o

無
l
6
0
代
女
性
-
3
0
代
後
半
女
性

客
同
士

3
5
10
遅
い
ね
○
ま
っ
た
く
o

無
8
7
0
代
老
女

12
先
に
来
た
お
客
さ
ん
が
長
く
か
か
っ
て
い
る
よ
う
で
す
ね
o

1
6
0
代
女
性
-
7
0
代
老
女

客
同
士

13
そ
れ
ぞ
れ
事
情
は
多
そ
う
で
す
ね
o

1
3
0
代
後
半
女
性
-
7
0
代
老
女

客
同
士

15
の
ど
が
カ
ラ
カ
ラ
だ
ね
o

釈
8
7
0
代
老
女
の
不
満

客
同
士

16
自
動
販
売
機
で
も
一
つ
置
い
と
け
ば
い
い
の
に
○

無
8
6
0
代
女
性
の
不
満

客
同
士

17
そ
う
で
す
よ
ね
○

1
3
0
代
後
半
女
性
の
あ
い
つ
ら

客
同
士

6 5
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t
6

自
分
の
妻

6
こ
の
人
は
ま
だ
寝
つ
て
い
る
の
か
な
o

無
3
,
4
6
0
代
ク
ン
コ
モ
プ
(主
人
公
女
性
伯
父
)
の
独
白

(
自
分
の
妻
の
こ
と
を
)

初
対
面
の
人

8
哲
学
館
(蛮
者
の
店
)
へ
い
ら
つ
L,/
や
つ
た
の
な
ら
も
う
ー
階
上
へ
上
が
っ
て
く
だ
さ
い
6
6
0
代
ク
ン
コ
モ
フ
(主
人
公
女
性
の
伯
父
)
-
普

初
対
面
の
人

9
は
い
?
こ
こ
が
哲
学
館
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
か
?

6
3
0
代
後
半
女
性
-
6
0
代
ク
ン
コ
モ
フ
(主
人
公
女
性
の

伯
父
)

初
対
面
の
人

12
見
れ
ば
わ
か
る
で
し
ょ
○
こ
こ
は
個
人
の
家
で
す
○

6
6
0
代
ク
ン
コ
ム
フ
-
3
0
代
後
半
女
性

初
対
面
の
人

14
や
れ
や
れ
○
み
ん
な
個
人
の
家
み
た
い
な
建
物
に
神
棚
を
作
っ
た
り
す
る
か
ら
無

1
7
0
代
老
女
-
6
0
代
ク
ン
コ
モ
プ
(主
人
公
女
性
の
伯

父
)

初
対
面
の
人

こ
こ
も
そ
う
だ
と
思
つ
た
の
(

4
1
2
大
丈
夫
?

無
4
主
人
公
女
性
(3
1
歳
)
-
主
人
公
男
性
(3
1
歳
)

友
人
関
係

6 6


